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はじめに 

 近年重視された非認知スキル、なかでも勤勉性(無藤,2016)や自制心（Moffitt et al.,2011）、GRIT

（Duckworth,2007）は将来の経済状況や健康状態に大きな影響を与えるとされる。これらは自身の

欲求をコントロールし、目標に向かって努力し続けるよう誘う能力である。これらは単なる我慢強さ

を指す能力ではなく、自らを主体的に統制できる能力を示唆する。この主体的に努力し続ける時

間を「没頭」とし、「楽しさ」として捉えた概念がフロー（チクセントミハイ,1996）である。フローは同様

の環境にあっても、その環境に対する捉え方や、創造(想像)の過程により生まれるものである。また、

これに関連して村瀬ら（2017）は体育における勤勉性を、主体的に挑戦を創造(想像)しながら活動

に没頭し続ける能力とし、「楽しむ能力」とした。つまり、挑戦する過程で自らを創造(想像)し、それ

を実現しようと取り組み続ける過程が没頭であり、その過程を起こす能力を勤勉性と捉えた。この能

力は体育科の目標である「生涯スポーツ実践への資質・能力」の中枢と捉えられる。なぜなら運動・

スポーツ場面において楽しむ能力は、成人期における仕事や家庭の忙しさの中でも人を没頭させ

ることによりそのスポーツ実践に対して価値を与え、

継続的実践を支えるからである。 

 では、どのようにして勤勉性を育むことができるので

あろうか。これは、主体的なフロー体験が誘因となり勤

勉性を育むと想定できる。これは Deci（1995）のいう内

発的動機づけを構成する 3 要素のひとつである自己

決定であり、自己決定とそれによる達成感が、さらなる

内発的動機づけを高めるのである。また、自己決定に

より活動に没頭(フロー体験)する過程は学習指導要

領（2017）における主体的・対話的学びにも通じる道

筋であろう(図 1)。 

 そこで本研究は、体育勤勉性尺度（村瀬ら，2017）

22 問 4 因子を元に、小学生ならびに中学生を対象と

した形成的運動没頭度尺度を作成する。これは毎授

業測定するため、運動の没頭度に焦点化した 6～9

問程度の項目に集約・修正し、学習カードとして短時

間で記入可能にする。この作成した質問紙のデータ

収集と尺度化を行い、運動没頭度尺度を作成する。 

 また、単元を通じてこのアンケート用紙を収集するこ

とで、単元の進行状況とアンケートへの回答を照らし

合わせ比較することができる。これにより、単元の評

価や授業改善につなげることが可能である。 
図 1 没頭度の高まりのモデル図 

能 力 の低 い者 が参 加 できるようルール調 整 を求 め、それを周 りのものと交 渉 する過 程 に相 互 理 解 を

生 み出すのである。これによって、共生の視点に焦 点 化 した教材 づくりとその資 質 ・能 力 を育む。 

 そこで本 研 究 は、附 属 中 学 校 3 年 生 のバスケットボール単 元 においてアダプテーション・ ゲームを

導 入 し、その実践 を行 った。また、アダプテーションの個 人化 も計 画 した。 

 

方 法  

 中 学 校 3 年 生 3 クラス対 象に 10 時 間単 元の計画 で実 施 した。当 初、提 案 した単 元 計画 は以 下

の通 りである。 

 

  

実 践 結果  

 2021 年 10 月 ～ 11 月に附属 中学 校 3 クラスを対 象にバスケットボール単 元 を実践 した。その際 、

序 盤 は基 礎 技 能 を中 心 に行 い、5 時 間 目 以 降 にアダプテーションを導 入 した。導 入 したアダプテー

ションは、リングショットとドリブル無 し、ハンドレングスであった。 

 しかし、本 実 践 ではアダプテーション導 入 への抵 抗 が強 く見 られ、個 人 化 までは至 らなかった。これ

は、チームへのアダプテーションの導 入 段階 において、ハンドレングスへの進 入 禁 止 やリングに当 たれ

ば得 点 などが提 示 されたが、うまく機 能 せずアダプテーションを課 さない方 が良 いという意 見 が多 く見

られた。このため、どのチームも積 極 的 にアダプテーションを導 入 する機 会 は減 少 し、個 人 化 まで進

むことはなかった。 

Murase & Ambe(2020)はアダプテーションに対する抵抗 を報告 しているが、今回 の抵 抗 はさらに強

いものであった。これは、実 践 校 のような等 質 な集 団 においては、不 平 等 なルール調 整 に拒 否 反 応

を示 すことを示 唆 していると捉 えることができる。つまり、「 自 分 たちだけ有 利 （ 不 利 ） になるのはおかし

い」 といった考 え方 であろう。しかし、一 方 で積 極 的 に参 加 できない生 徒 は一 定 数 見 られた。また、彼

らが自 身の参加に必 要となるアダプテーションを主張 することはなかった。彼らが積 極的 に主 張できる

ことこそ、体 育 を得 意とするような生徒 たちとの相互 理 解 を生 み出 すことができるであろう。 

次 年 度 以 降 の課 題 として、アダプテーションを導 入 する前 に、それぞれの戦 術 的 な学 びを提 示 し、

アダプテーションを課 されることへの理 解 を促 進 することで、アダプテーションへの抵 抗 を軽 減 する実

践 を目 指す。 

単元目標
時 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

課題 オリエンテーション
得意なシュート
コースを見つけ
よう

レイアップ
シュートを決め
よう

適切な動作の選
択

競り合ったゲー
ムにしよう

競り合ったゲー
ムをしよう
ボールのもらい
方を工夫しよう

アダプテーショ
ンを自分たちで
考えよう
フリーのプレー
ヤーを見つけよ
う

全員が活躍でき
るルール調整を
しよう

全員が活躍でき
るルール調整を
しよう

全員が活躍でき
るルール調整を
しよう

〇メインゲームⅠ 〇メインゲームⅠ

ア
ダ
プ

テ
ー

シ
ョ

ン
の
展
開

学
習
過
程

➀ミニゲーム
②アダプテーション会議
③メインゲーム
※①～③を1時間に2セットずつ実施

〇チームへのアダプテーション
 ・ハンドレングスへの進入禁止（相手チーム）
 ・リングに当たれば得点（自チーム）
 ・ドリブル禁止（相手チーム）

〇個人へのアダプテーション(アダプテーションの個人化)
例）・ハンドレングスへの進入禁止（相手チーム）
  ・ドリブル禁止（相手チーム）
  ・シュートの回数制限（相手チーム）

全員が活躍できるチームを自分たちで作る

〇ルール説明
〇本単元の課題
の確認

〇準備運動
〇シューティング

〇振り返り

➀ミニゲーム
②チーム内での個人へのアダプテーションの決定
③リーダーによる対戦チームとの個人へのアダプテーションの決定
④メインゲーム
※①～④を1時間に2セットずつ実施

表1 授業の流れ
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方法 

 小学校 3 年生から 6 年生、中学校 1～3 年生を対象とした没頭度尺度の作成を行うために、下記

の内容にて 9 問のアンケート用紙を作成した。 

 

 

 これらの問について 4 件法で質問紙を作成した。単元のうち 1 回のみのアンケート収集と、単元

を通じたアンケート収集を行う。 

  

実施状況 

これまで、上記協力校 3 校、またその他 4 校においてアンケートを収集した。収集内容は単元中

1 回のみのアンケート収集小学校 3 校、中学校 3 校、合計約 600 枚である。単元を通じたデータ

収集では、バスケットボール単元(中学校 3 クラス分)、ハンドボール単元(中学校 2 クラス分)、天大

中小単元(小学校 2 クラス分)、ミニテニス単元（小学校 1 クラス分）、表現運動(小学校 1 クラス分)、

ペースランニング(小学校 1 クラス分)である。 

 

これらの学校では、1 回の授業を対象としたアンケートの実施、または単元を通じたアンケートを

実施した。現在、これらのデータの集計段階である。今後は、これらを集計後、1 回のアンケート収

集分では因子分析の実施し、尺度を構成する。また、単元を通じたアンケート収集分については、

単元中の因子得点の変化と単元の進行状況、学習カードの記述とを照らし合わせることで、尺度

の信頼性や妥当性を検証する。 

今後、さらに継続的アンケート収集を行い、尺度構成を図る。 

 

（   ）月（   ）日            （     ）年（   ）組
くみ

  

今日
き ょ う

の体育
たいいく

授 業
じゅぎょう

のことについて教えて
お し え て

ください。このアンケート
あ ん け ー と

は成績
せいせき

には関係
かんけい

ありませんので、答
こた

えにくい質問
しつもん

に

は無理
む り

に答
こた

えなくてもかまいません。次
つぎ

の質問
しつもん

の最初
さいしょ

に「今日
き ょ う

の体育
たいいく

の授 業
じゅぎょう

は」とつけて答えて
こ た え て

ください。 

               丸数字を 1つだけぬりつぶしてください。(例③→●） 

仲間
な か ま

のことを応援
おうえん

しました ずっとそうした ④  ③  ②  ① まったくそうしなかった 

運動
うんどう

を失敗
しっぱい

してもあきらめずに続
つづ

けました ずっとそうした ④  ③  ②  ① まったくそうしなかった 

運動
うんどう

で失敗
しっぱい

したら別
べつ

のやり方
かた

を試
ため

しました ずっとそうした ④  ③  ②  ① まったくそうしなかった 

友
とも

だちと一
いっ

緒
しょ

に喜
よろこ

びました たくさんそうした ④  ③  ②  ① まったくそうしなかった 

運
うん

動
どう

に一
いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

取
と

り組
く

みました ずっとそうした ④  ③  ②  ① まったくそうしなかった 

運
うん

動
どう

の新
あたら

しい方
ほう

法
ほう

を試
ため

しました たくさんそうした ④  ③  ②  ① まったくそうしなかった 

友
とも

だちのことをはげましました ずっとそうした ④  ③  ②  ① まったくそうしなかった 

もっと長
なが

く運
うん

動
どう

したいと思
おも

いました とてもそう思った ④  ③  ②  ① まったくそう思わなかっ

た 

運
うん

動
どう

のやり方
かた

をいろいろ考
かんが

えました ずっとそうした ④  ③  ②  ① まったくそうしなかっ

た 
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